
景観行政の変遷

1966年（昭和41年） 「道道臨港線」が都市計画決定される

運河や歴史的建造物の保存に向けた「運河論争」が始まる

1983年（昭和58年） 「小樽市歴史的建造物及び景観地区保全条例」を制定する

景観を阻害する「高層マンション問題」が起こる

1992年（平成  4年） 「小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例」の制定
2004年（平成16年） 「景観法」が制定される
2006年（平成18年） 景観法に基づく「景観行政団体」となる
2008年（平成20年） 「小樽市景観計画」を策定する

「小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例」を全面改正する
2012年（平成24年） 「小樽市屋外広告物条例」の制定

「小樽市景観計画」と「小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例」のあらまし

平成２１年４月



　　【都市景観のイメージ】
　良好な都市景観の形成を進めるためには、市民・事業者等・市の三者がそ
れぞれの役割を十分に理解し、自主的に行動するとともに、互いに協力しあ
うことが大変重要なこととなります。

都市景観とは、海や山などの自然、道路や建物などの人為的なもの、
また空間やその街の雰囲気など全てから構成されています。

景観形成を進めるうえでの景観対象物として、まず「公共空間」があ
ります。道路、橋、公共建築物などの集積は、その都市の重要な姿とな
ります。

個人や企業の敷地内は「私空間」です。しかし、道路などから見える
建物の屋根や壁、庭先、商店の店構えや看板などは景観的には「公共空
間」として捉えます。多数の人の目に触れるため、道路などといっしょ
に街並みを構成する景観要素となり、重要な景観対象物となります。

景観的な公共空間

私空間 私空間

（建物敷地） （建物敷地）

公共空間

（道 路）

都市景観とははじめに

それぞれの役割

私たちの街小樽は、変化に富んだ豊かな「自然」に恵まれた街です。

この街で、先人たちは、たゆみない努力と工夫を重ねることにより、北

海道開拓の中核となる商工業都市として、さらには世界に開けた港湾流

通都市としての誇りと「歴史」を築き上げてきました。
また、その豊かな感性と厳しい環境の中での生活の中から、独自の魅

力ある「文化」と「人情味豊かな街」を育ててきました。
この「歴史」「自然」「文化」を大切にすると同時に、先人たちがそ

うであったように、「港町」特有の雰囲気と開放性を生かし、創造力豊
かで活力ある魅力的な街を創っていきたいものと考えます。

①自らが景観形成の主体として認
識し、相互に協力します。

②市が実施する都市景観の形成に
ついての施策に協力します。

①事業活動を進めるに当たり、小
樽らしい地域特性に配慮し、景
観形成に寄与します。

②市が実施する都市景観の形成に
ついての施策に協力します。

①総合的な施策を策定し実施し
ます。

②施策に市民・事業者等の意見
を反映します。

良好な都市
景観の形成

市民の責務

事業者等の責務 市の責務
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景観計画と景観条例の関係

国では、我が国初の景観に関する総合的な法律として平成１６
年に「景観法」を制定しました。

本市では、平成１８年１１月に景観法に基づく景観行政団体と
なり、本市の景観行政の指針となる「小樽市景観計画」を策定し
ました。

景観法で定めている建築物や工作物の建築等の行為のうち、景
観行政団体が条例で定める行為（特定届出対象行為）については、
景観計画に規定されている行為の制限に適合しない場合に変更命
令などを行うことができるようになりました。

このことから、良好な都市景観の形成を更に進めるため、特定
届出対象行為を「小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条
例」に盛り込むなどの条例の改正を行い、平成２１年４月から施
行しました。

改正景観条例の内容は、「景観法に基づき条例に定めた委任規
定」と「旧条例から移行して定めた自主規定」の大きく二つから
なっています。

第１章 小樽市の景観とこれまでの取組
第２章 景観形成の基本目標
第３章 景観計画の区域
第４章 良好な景観の形成に関する方針
第５章 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
第６章 景観重要建造物及び景観重要樹木並びに小樽市歴史的建造物等

の指定の方針
第７章 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関す

る行為の制限に関する事項

前文
第１章 総則（第１条－第８条）
第２章 総合的な施策の推進（第９条－第１４条）
第３章 景観計画（第１５条－第１７条）
第４章 行為の届出等（第１８条－第３２条） ※
第５章 景観重要建造物等

第１節 景観重要建造物（第３３条－第３８条）
第２節 景観重要樹木（第３９条－第４４条）
第３節 歴史的建造物（第４５条－第５２条）
第４節 保存樹木等及び緑化の推進（第５３条－第６２条）

第６章 市民参加の景観形成（第６３条・第６４条）
第７章 表彰、助成等（第６５条・第６６条）
第８章 審議会（第６７条－第７２条）
第９章 雑則（第７３条）

凡例 太字は、景観法に基づき条例に定めた委任規定
その他は、旧条例から移行して定めた自主規定
※：建築物の除却の届出は自主規定

改正景観条例 ＝
景観法に基づき条例
に定めた委任規定 ＋ 旧条例から移行して定

めた自主規定

【主な委任規定】
■景観計画
・景観計画の策定等

■法に基づく行為の届出等
・特定届出対象行為（建築物・工

作物の新築等）
■景観重要建造物等
・指定の手続き
・現状変更行為の届出

【主な自主規定】
■その他の行為の届出等
・建築物の除却

■歴史的建造物
・登録、指定の手続き
・現状変更行為の届出

■保存樹木等及び緑化の推進
・指定の手続き
・緑化計画書の提出

■表彰、助成等
・都市景観賞など

■審議会

景観計画の構成

改正景観条例の考え方

景観条例の構成
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１．景観形成の基本目標

２．景観計画の区域

　景観形成の「基本目標」を実現するため、市域全域及び小樽歴史景観区域におけ
る景観形成の「基本方針」を次のように定めています。

　本市では、景観法の制定に伴い、より実効性の高い
景観の保全・創出を図っていくため、景観行政の指針
となる景観計画を策定しました。

 ３．良好な景観の形成に関する方針

　市民、事業者及び行政が一体となり、潤いと活力
のあるまちづくりを進め、好ましい景観を後世に残
すため、景観形成の「基本目標」を次のように定め
ています。

　これまでの景観行政の取組を継承
し、更に小樽らしい都市景観の形成を
図っていくため、景観計画区域を本市
の行政区域である「市域全域」として
います。

【小樽歴史景観区域】

「小樽歴史景観区域」を景観の特性や歴史的

背景を考慮して１５の地区に区分しています。
①手宮鉄道施設地区 ⑤小樽運河南地区

②日本郵船地区 ⑥小樽倉庫地区

③色内３丁目周辺地区 ⑦色内１・２丁目地区

④小樽運河北地区 ⑧日本銀行地区

⑨堺町本通地区

⑩入船七差路地区

（メルヘン交差点地区）

⑪三本木急坂地区

⑫水天宮周辺地区

⑬有幌・港町地区
⑭小樽築港地区
⑮小樽駅前・中央通地区

小樽市総合博物館

旧日本郵船㈱小樽支店
臨港線

小樽運河

中央通

国道５号線

ＪＲ小樽駅

日本銀行旧小樽支店

ＪＲ南小樽駅

ＪＲ小樽築港駅

小樽市景観計画

本通線

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩ ⑪
⑫

⑬

⑮

⑭

市域全域における
良好な景観の形成に関する方針

■小樽固有の自然・歴史・文化の継承と
創造

■景観形成の核となるシンボル空間の創
造

■地区の特性を生かした個性的で調和の
とれた街並み景観の創造

■四季折々の変化や時の移り変わりを大
切にした都市景観の創造

小樽歴史景観区域における
良好な景観の形成に関する方針

■歴史的建造物周辺などの景観拠点の保全や新たな拠点
の創出に努めるとともに、これらを結びつけることに
より、小樽らしい歴史景観区域の形成に努めます。

■景観拠点から市街地にのびる主要な道路沿いの景観や
主要な交差点などで見られる景観など、それぞれの特
性に応じた街並み景観の形成に努めます。

■小樽歴史景観区域の景観効果を周辺地区へ波及させ、
各地区の特性に応じた都市景観の形成に努めます。

■自然景観の保全を図り、自然と街並みの調和がとれたまちづ
くりを進めます。

■歴史景観の保全を図り、歴史と文化の香り高いまちづくりを
進めます。

■小樽らしい都市景観の創出を図り、潤いと活力に満ちたまち
づくりを進めます。

景観計画区域の

うち、歴史、文化

等からみて小樽ら

しい良好な景観を

形成している重要

な区域を「小樽歴

史景観区域」とし

て指定しています。
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４．良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

■市域全域の色彩基準 ■小樽歴史景観区域（小樽築港地区を除く。）内の色彩基準

　景観計画では、良好な景観の形成を進めるため、建築物や工作物の行為の制限を定めています。主な基準は下記のとおりです。

ここ

建築物建築物

市域全域 小樽歴史景観区域

高さ 道路などから見える景観に配慮し、高層部分のセットバックや周辺との
調和を図ることなどのほか、主要な眺望景観に配慮した基準を定めてい
ます。

配置 眺望景観の保全を目的とした基準を定めています。

形態・ 高層建築物や大きな壁面をもつ建築物の分節化のほか、周辺の歴史的建
意匠 造物との調和を図るなどの基準を定めています。

色彩 自然界の緑や空の色を意識した色彩として、下記の色彩基準を定めてい
ます。

その他 建築物に建築設備を設ける場合の基準を定めています。

［色相］

［彩度］

［明度］

［色相］

使用する色相 明度 彩度

R，YR，Y
２以上

６以下

上記以外 ４以下

明度の使用範囲明度５での色相・彩度の使用範囲

２

色彩基準

高さ 歴史的建造物への配慮や地区の特性に応じた数値基準を定めています。

形態・ 屋根や外壁について歴史的建造物と調和した形態とするとともに、開口
意匠 部などの細部の意匠や壁面の分節化など地区の特性に配慮した基準を定

めています。

素材 屋根や外壁について地区の歴史的建造物などに使用されている素材に配
慮した基準を定めています。

色彩 歴史的建造物と調和した色彩として、下記の色彩基準を定めています。

その他 建築設備、ごみ集積所、自動販売機、日除けテントなどを設置する場合
の基準を定めています。

色彩基準

［彩度］

［色相］

［明度］

３

［色相］

８

明度５での色相・彩度の使用範囲 明度の使用範囲

使用する色相 明度 彩度

5R～YR～2.5Y（含む）

３以上８以下

0.5以上６以下

2.5Y（含まない）～10Y（含む） 0.5以上４以下

10Y（含まない）～10GY（含む） 0.5以上３以下
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１．法に基づく行為の届出等
（１）届出対象行為

景観計画に基づき、景観条例では市域全域及び小樽歴史景観区域における届出の対象となる行為を以下のとおり定めています。

（１）建築物
①高さが５ｍ又は建築面積（増築

にあっては増築に係る部分の床
面積）が１０㎡を超える新築・
増築・改築・移転

②上記①の規模を超える建築物の
外観を変更することとなる修繕
若しくは模様替又は色彩の変更
のうち、変更部分の高さが５ｍ
を超えるもの又は一壁面の変更
面積（増築を伴うものにあって
は増築部分の面積を含む。）が
その面の過半となるもの

（２）工作物
①さく、垣、擁壁等で高さが１．

５ｍかつ長さが３ｍを超えるも
の又は見付面積が１０㎡を超え
る新設・増築・改築・移転

②さく、垣、擁壁等以外のもので
高さが５ｍかつ長さが５ｍを超
える新設・増築・改築・移転

③上記①②の規模を超える工作物
の外観を変更することとなる修
繕若しくは模様替又は色彩の変
更のうち、変更面積が（増築を
伴うものにあっては増築部分の
面積を含む。）が全体の過半と
なるもの

（１）建築物
①高さが１５ｍ又は延べ面積が５００

㎡を超える新築・改築・移転

②増築後に高さが１５ｍ又は延べ面積
が５００㎡を超える増築。ただし、
この規模を超える増築のうち、増築
に係る部分の床面積が５０㎡以下の
ものを除く。

③上記①の規模を超える建築物の外観
を変更することとなる修繕若しくは
模様替又は色彩の変更のうち、一壁
面の変更面積（増築を伴うものにあ
っては増築部分の面積を含む。）が
その面の過半となるもの

（２）工作物
①木柱、鉄柱、鉄筋コンクリート柱等

で高さが１５ｍを超える新設・増築
・改築・移転

②木柱、鉄柱、鉄筋コンクリート柱等
以外のもので高さが８ｍを超える新
設・増築・改築・移転

③上記①②の規模を超える工作物の外
観を変更することとなる修繕若しく
は模様替又は色彩の変更のうち、変
更面積が（増築を伴うものにあって
は増築部分の面積を含む。）が全体
の過半となるもの

※高さは、すべて地盤面からの高さ

小樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例

※高さは、すべて地盤面からの高さ

市域全域 小樽歴史景観区域
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（２）法に基づく届出行為の手続きの流れ ２．自主規定に基づく行為の届出等

（１）届出対象行為等

　  是正

　  是正

※

　景観条例では、市の独自施策として市域全域において「登録歴史的
建造物」の現状変更や広告物の設置など、届出の対象となる行為を以
下のとおり定めています。

変更命令などに違反した場合は、景観法に基づく罰則の適用を受け
ることがあります。

景観法に基づく行為の届出

「小樽市景観計画」との適合審査

支障がない場合 支障がある場合

通知

良好な景観の形成に支障
がないと認めたときは、
３０日間の行為着手の制
限期間が短縮されます。

勧告

勧告に従わなかった場合、
その旨を公表することが
あります。

行為の着手

行為の完了届出

変更命令

原則として、
届出を受理し
た日から３０
日を経過した
後でなければ
工事着手でき
ません。

事前協議

歴史的建造物の保全を図るため、歴史的建造物として保全すべきもの
を所有者の同意を得て、「登録歴史的建造物」として登録しています。
この登録歴史的建造物について、下記の現状変更行為を行う場合は、届
出が必要になります。

①増築、改築、移転又は全部若しくは一部の除却
②外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の

変更
③外観の保全に支障を及ぼすおそれのある行為

保全すべき樹木等を所有者の同意を得て、「保存樹木等」として指定
しています。この保存樹木等について、下記の現状変更行為を行う場合
は、届出が必要になります。

①伐採その他の現状変更
②生育に影響を及ぼす行為

登録歴史的建造物の現状変更行為の届出

保存樹木等の現状変更行為の届出

下記の規模に該当する広告物を設置しようとする場合は、届出が必要
になります。

①小樽歴史景観区域以外の景観計画区域
・表示面積の合計が１０㎡を超えるもの
・地盤面からの高さが４ｍを超え、かつ、表示面積の合計が１㎡を

超えるもの

②小樽歴史景観区域
・表示面積の合計が１㎡を超えるもの

広告物の設置の届出
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（２）自主規定に基づく届出行為の手続きの流れ

〒047-0024  小樽市花園５丁目１０番１号

TEL  0134-32-4111 （内線7472）

メール　matizukuri@city.otaru.hokkaido.jp

　　　　（問い合わせ先）　小樽市建設部新幹線・まちづくり推進室

（景観まちづくりグループ）

都市景観の形成について基本となる重要な事項について調査、
審議します。

(1)表彰制度

都市景観の形成に寄与している建築物などの所有者・設計者・
施工者や、景観形成活動に取り組む個人・団体を表彰します。

(2)助成

「景観まちづくり協議会」の活動を支援するほか、「登録歴史
的建造物」の保全に係る行為や「保存樹木」などの保全管理等に
対して、経費の一部助成などを行い、良好な景観づくりを支援し
ます。

支障がない場合 支障がある場合

通知

良好な景観の形成に
支障がないと認めた
ときは、３０日間の
行為着手の制限期間
が短縮されます。

協議

行為の着手

行為の完了届出

・建築物の除却
・緑化計画書

・登録歴史的建造物の現状変更行為
・保存樹木等の現状変更行為

良好な景観の形成への適合審査

小樽歴史景観区域において下記の規模に該当する建築物の除却を
行う場合は、届出が必要になります。

①延べ面積が１０㎡以上８０㎡未満のもの

建築物の除却の届出

下記の規模に該当する行為を行う場合は、緑化計画書の提出が必
要になります。

①延べ面積が５００㎡を超える建築物の新築で、その敷地面積が
１，０００㎡以上のもの

②敷地面積が１，０００㎡以上３，０００㎡未満の宅地開発

緑化計画書の提出

表彰、助成等

審議会

自主規定に基づく行為の届出

事前協議

原則として、
届出を受理し
た日から３０
日を経過した
後でなければ
工事着手でき
ません。
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